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私のまちの防災会 ～その体制と役割を知ろう～

菊川市には、「自分たちの地域は自分たちで守る」という理念のもと、地域住民が主体となって
結成する防災組織があります。
災害が起こったときに一番近くで支え合うのは、近所の人や地域の人たちです。
地域のひとりとして、地域の防災会やその役割について知っておきましょう。

問い合わせ   危機管理課（☎35-0923）

　災害は、年齢や国籍、男女関係なく、誰の身にも起こります。
　過去の災害では、男性が中心となって避難所の運営などをしていた
ことで、女性や子どもの声が届きにくいという課題がありました。
　今、地域防災への女性の参画が求められています。女性をはじめ、 
子どもや高齢者など、地域のどんな人でも声をあげられるような地域
防災の仕組みをみんなで育てましょう。

＜みんなが参画するための取り組み例＞
・子ども会と連携した防災訓練
・防災役員の会議に家族（配偶者など）が代理出席
・防災会内での役割を性別で固定せず、多様な人材を採用

防災会の体制と役割
自主防災会（市内123組織）

主に自治会単位で活動し、災害時は、
避難の声かけ、初期消火、救助などを主
導する『身近な助け合い』の中心です。

地区防災連絡会（市内11組織）
地区ごとに活動し、平時から
自主防災会同士をつなぎ、
災害時には、地区内の被害
や情報を取りまとめて市へ
伝える『連携の要』です。

防災指導員（市内31人）
地区ごとに選出され、災害時は地区防災連
絡会や避難所運営委員会の活動をサポー
トします。平時から市の研修会などで、
防災知識の修得を行っています。

避難所運営委員会
地震時避難所（小中学校など）ごと
に活動し、災害時は『避難所の初動
運営』を担います。

連携・構成

地区センター 避難所（小中学校など）
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防災指導員研修会の様子

非常用トイレの
組み立て方

三角巾を使った
応急手当
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連携

老若男女みんながリーダー！ 男女関係なく地域防災に積極的に参画しよう！

女性と地域防災役員がつながるお話し会
９～11月に開催。もしもに備えて『地域
でできること』を話し合いました。

女性の
地域防災参画を
進める第一歩！


